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に残っているのは，1987年の『Journal of Comparative Economics』の論文です。これは私がどう考えて
いるかよりも，世界でどういうふうに評価されているかを説明したほうが客観的にも分かりやすいで
しょう。Hilbertという研究者が『Metroeconomics』と『Journal of Comparative Economics』誌上で春名
先生のこの論文を引用していて，不確実性が存在する状況下における労働者管理企業の意思決定の分
析に関する代表的な論文として挙げております。それから1996年の『Canadian Journal of Economics』





　より最近の重要な論文として，『International Journal of Industrial Organization』に掲載されたものが
あります。Asplund （2002, International Journal of Industrial Organization），Jellal and Wolff （2005, Journal 



















of Innovation and New Technology』に掲載した論文では，研究開発投資に関する過剰参入に関して分
析を行い，研究開発の波及効果の存在が過剰参入に関して決定的に重要な役割を果たすことを示さ
れたのですが，この研究も後の研究に非常に大きな影響を与えています。実際，Cha, Lee and Wang 
（2015, The Manchester School）やWang and Lee （2015, Managerial and Decision Economics）では，この






































村先生の書いた『Journal of Comparative Economics』の論文です。その論文を書いている途中で，や
はりこれは春名先生が同じようなことをやっているということに気が付きました。春名先生はモデル
の構造がDixitの戦略的参入阻止の話だったので，被らなくて良かったなと安心した記憶があります。








































































































































































































































春名：そうですね。初期の段階，『Journal of Comparative Economics』に一番最初に載った論文は，そ
もそも2年ぐらい経っても反応が全然ありませんでした。それで「どうなった？」と聞いたら，エディ
ターが「いや，忘れていた」と。それで急遽，レフェリーに回って審査を受けたという記憶があります。
浅野：ある意味，おおらかな時代でしたね。
神事：今は論文の投稿もオンラインでできますし，投稿料の支払いもクレジットカードで払えるから
非常にやりやすくなっていますね。昔は，阿部先生が仰っていたように，３部とか４部とかコピーを
取って，郵送しなければなりませんでした。投稿料の支払い手続きだけでも大変だったと思いますが，
春名先生はどのようにされていましたか？
春名：郵便局の為替を使って，支払っていました。
二神：郵便局の為替ですよね。
神事：海外の銀行に口座を開いて小切手を使えるように
されていたりしたのですか？
春名：海外に行って滞在したのは1996年のUBCが初めて
なので，それまで全く何も作っていませんでした。
二神：当時は外国に郵便を出すときに，サービス名はエク
スプレス・メールでしたか？特別な速達便を出すのは近
所の特定郵便局では駄目で，京都市右京区の郵便局とか，
上京区の郵便局とかそういう大きな郵便局に行かないと受け付けてくれませんでした。結構それだけ
でも自転車に乗っていくので大変でした。
阿部：大分大学にいたとき，岡山大学に赴任された後，ジャーナルは揃っていたのですか？
春名：それほど揃っていませんでした。僕が赴任して，関連する分野のジャーナルを少し入れてもら
いました。
阿部：そういう意味では非常に苦労されたのではないでしょうか。そもそもどういう論文があるのか
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を探すのも大変かと思いますが。
春名：あまり苦労とは思わなかったですね。あまり論文を読まなくてもいいかなと思って，最低限の
論文でいいかなという感じでした。電子ジャーナルが出てくるまでは，岡山大学はそれほどたくさん
のジャーナルが揃っているわけではありませんでした。そもそも私が平成元年に赴任したときに岡山
大学のメインはマルクス経済学でしたから。その当時，藤本喬雄さんと同じ年に赴任して，藤本さん
も国際的学術誌にパブリッシュしているので，2人でパブリッシュしながら，いかに岡山大学を世界
の学界の中に知らしめるかという話をしていました。
浅野：そろそろ時間が来てしまいました。もしこれだけは確認しておきたいというご質問があれば，
ぜひお願いします。
柴田：若手研究者に要望というか，何か伝えていただけますか。
春名：特にはないです。今の若い研究者は，ほとんど国際化しているので，そういう面では特に希望
はありません。そのまま，できれば定年退職まで研究を続けていただきたいというのが私の希望です。
神事：そのモチベーションを保つためにはどうしたらいいですか。そこを伺いたいです。
春名：私は分かりません。それはもう趣味の領域になるのではないでしょうか。
阿部：もう一つあります。最近，やはり大学院重点化してからでしょうか。結局，都市部の大手の大
学がたくさん教員を取ってしまい，少し都市部に研究者が集中してしまっています。昔は地方の大学
にも非常に優秀な方がたくさんいて，それはそれである意味健全な姿だったのではないかと思います。
昨今，地方の国立大学は大変な印象を持っていますが，いかがでしょう。
春名：そうですね。
阿部：やはり，危機感のようなものを感じられますか？
春名：やはりあります。いろいろ条件面でいくと，地方の国立大学もかなり難しくなってきています。
というのは，国立大学自体が独立行政法人化してから非常にいろんな報告書を提出するようになって
きていまして，時間を取られてしまう弊害が出てきています。あとは私立大学に比べると個人の収入
面で大きな格差があります。そういうことを考えて，やはりどうしても私立大学に向かってしまいま
す。その辺りの面をいかにして改善するか，何らかの対策が必要だと考えていますが，収入面での制
約は非常に難しい気がします。
浅野：まだまだ話はつきませんが，阿部
先生，二神先生，柴田先生，神事先生，
いろいろなお話をいただき，ありがとう
ございました。春名先生，ありがとうご
ざいました。
春名：いやいや。こちらこそ，どうもお
世話になりました。
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